南病棟チームカンファレンス記録

	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


平成29年　8月　29日　（火）　　　　　　　司会：菊地　照暁　　記録：横町　真希子

	相馬
	小泉
	滝田
	菊地
	金谷
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	勝田
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	大久保
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	西山
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	玉舘
	甲地
	

	公休
	CD留守
	明け
	○
	公休
	○
	Ａ留守
	業務
	業務
	


＜連絡事項＞

・次月勤務表が掲示されていますので、各自ＷＩＺスケジュール登録をして下さい。
・カルテの不備、修正を各自当事者へ依頼して下さい。７月分のプログラム記録用紙が８月分に挟まっている様なので、注意してチェックを進めて下さい。

・第４回院内研修が9/5（火）、9/6（水）17：30～の日程で４階メモリアルホールにて開催されます。テーマは「災害時の施設での対応」です。事前の出欠入力を行って下さい。

・現在体圧分散マットレス（厚いマットレス）使用者は以下の８名です。周知して下さい。新たに褥瘡発生者が出た際は、使用者を再検討していきます。
　林　恵司様、嶋守　與之様、阿部　義一様、石井　すみ様、中田　徳子様

堀内　正三郎様、北山　ミワ様、赤坂　耕作様

＜患者様連絡事項＞

・小舘　アツ子様～ご家族様来院時、お薬手帳の返却をして下さい。現物は介護訓練室で保管しています。

・田島　博様～地域包括支援センターより、ご家族様へ介護予防教室を利用しながら自宅への退院を進める様提案したとの事。当初は施設入所の予定であった為、担当は今後の方向性について再度ご家族様へ確認し、その結果を生駒ＰＳＷへ連絡して下さい。

・川原　國子様～ご家族様へシューズ差し入れの依頼をしている。なるべく低価格の物を病院側で購入して欲しいとの事。担当、ＯＴスタッフとで本人の歩行状態に合ったシューズを検討しながらカタログ注文していく予定。
・石井　すみ様～三戸老人ホームへ長期入所申し込み済み。空きが出たとの事で、同施設スタッフ：ウメムラ様が明日15：00、訪問調査の為来院予定。ご家族様面会時、お薬手帳の返却をして下さい。介護訓練室にて保管しています。
・嶋守　與之様～1：00、覚醒しベッド柵に掴まり、「あっちに行く。」と座位になっている事あり。転倒、転落に十分に注意して下さい。

・北山　ミワ様～本日夕よりハーフ食＋メイバランス４本/日へ食事形態変更となる。

・是川　次友様～本日夕よりハーフ食＋メイバランス４本/日へ食事形態変更となる。
＜要注目患者様＞

・赤坂　耕作様～バイタルサインの異常、酸素飽和濃度の低下も無い。湿性咳嗽時折聞か

れ、痰鳴もあり適宜吸引している。ベッド上で体動あるが、点滴トラブ

ルなく経過。
・吹越　勇一様～バイタルサインの異常、酸素飽和濃度の低下も無い。口渇訴えありハミ

ングッドを水で濡らし渡しているが、その水でむせ込む事あり。湿性咳

嗽聞かれている。
・馬場　清様～朝食1/2程度摂取出来ているが、昼食はメイバランスのみ、他は不食。じ

っと出来ずに棟内徘徊している。横に寝かせて欲しいと訴えたり、起きて

いるのに起こして欲しいと訴えている。歩行時ふらつきあり、常時見守り

要している。表情の硬さもあり。
・松森　英作様～昨日帰宅要求や金銭に関する発言、確認行為頻回であったが、日中は朝

に娘様が来ていないかという確認があったのみ。他者トラブルもなし。

レストランにて配膳、下膳の際間違う事多く都度声掛けしているが、指

示動作出来ず、介入要している。介入に対する易怒性は無い。
・澁谷　兼一様～Ａユニットへ入ろうとしたり、他室侵入見られており、都度介入してい

る。昼食時、他者が離席中にお膳を盗り食べてしまう事あり。説明にも

理解出来ずにいる。
・北山　ミワ様～食事介助に対し拒否、抵抗見られ、殆ど摂取出来ずにいる。エンシュシュアリキッドは時間を掛け摂取出来ている。
・石井　すみ様～食事は数口のみの摂取。点滴トラブルはなし。

・白鳥　キエ様～活気の無さ見られている。残食あるが、食事は自力で摂取。バイタルサインの異常もなし。

・中田　徳子様～食事は介助にてほぼ全量摂取。日中不穏となる事無く静かに経過。0：10に導尿後、日中排尿見られずにいる。

・高橋　礼子様～6：30に不穏時の継続指示薬服用。その後ホールを徘徊しているが、周囲の患者様の行動が気になる様子。介入時に大声を上げている。
・山下　ヨシ様～昨日体温37.8℃まで上昇するも、今朝解熱。食事は数口のみで、介助に対しても拒否、抵抗見られる。昼食時独語も聞かれている。

・是川　次友様～右目の疼痛持続。閉眼している事多い。食事の際も意欲無く、都度声掛けしているが摂取量は少ない。点眼薬や服薬の拒否は無い。
・立花　榮子様～深夜帯は浅眠で経過。高橋　ミツ様に対し干渉的となり、手をつないで歩く事や逆に怒る事あり。物を蹴る等の粗暴さも見られている。午前中は棟内徘徊、他者への話し掛け頻回に見られていたが、昼食後より感情失禁見られている。

＜定期処方変更＞

・中市　正治様～ベルソムラ（15）１Ｔ　１×ｖｄｓ追加処方。

・佐々木　たま様～センナリド２Ｔ　１×夕、ＭｇＯ（330）６Ｔ　３×ｎｄＥ追加処方。

・中森　みや子様～エビリファイ（３）→アリピプラゾールＯＤ（３）１Ｔへ変更。

・竹内　恒子様～エビリファイ（３）→アリピプラゾールＯＤ（３）１Ｔへ変更。

・松倉　冨美子様～エビリファイ（３）→アリピプラゾールＯＤ（３）１Ｔへ変更。プランルカストカプセル（112.5）４Ｃ　２×１→モンテルカストＯＤ（10）１Ｔ　１×ｖｄｓへ変更。

＜小倉Ｄｒ診察＞

・田嶋　松男様～経過観察の指示。

・是川　次友様～経過観察の指示。

・阿部　義一様～経過観察の指示。

・五十嵐　恵子様～経過観察の指示。

・赤坂　耕作様～小倉Ｄｒ、佐々木ＡＯＭより胃瘻造設についてご家族様へ説明し、造設する方向で面談終了している。
※次回9/21（木）、時間は未定。
＜皮膚診察＞
●タベジール再処方

　大崎　トシ様、藤村　悦子様、種本　サハ様、吹越　勇一様、大里　光子様

　林　恵司様、鈴木　吉男様、堀内　正三郎様、是川　次友様、五十嵐　恵子様

●タベジール新処方

　小舘　アツ子様、阿部　義一様、野月平　チエ様、福田　りわ様、大久保　健作様

・阿部　久雄様～タベジール、アタラックス２Ｐ、プレドニゾロンが再処方となる。

・小鍛冶　美榮様～胸部、腹部に掻痒感あり、ストロメクトール、オイラックス軟膏処方となる。
・赤坂　耕作様～以前より両足爪にテルビナフィンクリームが処方されていたが、ケルガ

ー液へ変更、処方となる。
・馬場　清様～左足中指にゲンタマイシン＋包帯の指示あり。プレドニゾロンが中止となる。

・野月平　チエ様～右前腕に包帯を巻く様、指示あり。

・川原　國子様～掻痒感軽減したとの事で、今後は処置不要との事。

・山田　石見様～臀部の掻き傷にオイラックス＋デルモゾール塗布の指示あり。

・福田　りわ様～右前腕、右大腿部にオイラックス塗布の指示あり。

・大里　光子様～頭皮の掻痒感訴えあり。現在湿疹は見られず。今後湿疹見られた場合、オイラックス塗布する様指示あり。
＜褥瘡評価＞

・堀内　正三郎様～8/28、左臀部治癒。
・阿部　義一様～8/28、左臀部治癒。
・北山　ミワ様～左臀部11点（前回14点）改善傾向。引き続き体位交換継続して行って

いく。

・高橋　礼子様～仙骨部３点、右大転子部５点。前回から変化なし。現在精神症状不安定
であり、床に座り込む事が多く見られている。日中、短時間でも椅子や臥床出来る様、介入していく。
・中田　徳子様～評価未実施。
＜栄養スタッフより＞

・奈良　芽乃子様～徐々に体重減少し、現在ＢＭＩ＝18と痩せ気味。食事形態は大盛りの為、９月半ば頃まで様子を見て、減少続くようであれば補食対応検討していく予定。注意して観察をお願いします。

＜ＯＴスタッフより＞
・明日ＯＴスタッフ不在となる為、プログラム記録入力をお願いします。

＜事故振り返り＞

・種本　サハ様

	実施日
	平成29年　8月　29日　（火）

	
	

	実施場所
	南病棟Bユニット詰所

	
	

	参加者
	菊地、鈴木、佐々木、矢幅、秋山、北向、横町、中村（眞）

	
	

	
	

	
	

	発生事故内容
	8/8（火）昼に当日の夕食後薬を誤投薬

	
	

	
	

	原因分析
	・患者様の服薬内容の把握不足

・準備する際、カートの「夕食」部分から取ってしまった。

	
	

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	・患者様の服薬内容の把握不足

・焦って準備、投薬せず、経管栄養の患者様分はレストラン誘導後でも間に合う為、余裕を持って行動する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


・石井　すみ様

	実施日
	平成29年　8月　29日　（火）

	
	

	実施場所
	南病棟Bユニット詰所

	
	

	参加者
	菊地、鈴木、佐々木、矢幅、秋山、北向、横町、中村（眞）

	
	

	
	

	
	

	発生事故内容
	8/26（土）準夜帯にて夕食後薬の忘薬

	
	

	
	

	原因分析
	・食事介助しているスタッフへ投薬を依頼した。　
・食事介助スタッフと投薬スタッフの間で確認を取れていなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	・他スタッフへ任せず、確実に投薬スタッフが責任を持って投薬する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	


